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利 本 産 倍 足 類 及 び 座 足 類 の 分 類 中 的 研究 , I. オ ピ ヤ ス デ 馬 の 3 新種 
三 好 保科 (愛媛 秋山 北 高 径 ) (1951 年 1 月 4 日 受領 ) 


オビ ヤス デ 科 (Polydesmidae) の 仲間 , オ ビ ヤ テ メデ 遇 (ppezezc7ogrs) は 東部 アジ ャ の 特産 局 で , 現在 
15 種 2 班 種 が 記載 され て いる 。 そ の 3 ち 日 本 産 は 8 種 2 陳 種 で この 外 に 高桑 良 興 隔 土 に より 記載 交 が 
用 意 き れ て いな が ら ま だ 公表 され て いな い 15 新種 が ある 筆者 は に こと で それ ら の も の と は 全く 所 る 3 新手 
を 記載 ナ る の で ある が 今後 る この 局 の も ゃ の に は か な り 多く の 未 記 載 種苗 見 され る で あろ うこ と を 強 想 する 
に 困 夷 で な い 。 こ の オビ ヤス デ 選 に 近い 亡 は Polydesmus で , こ の 局 に は 約 80 種 , 60 亜 種 が 知 られ て い 
る けれ ども 日 本 族 は な い 。 は じ め Epanerchodus は Attems 博士 に エ b Polydesmius の 亜 局 と し て 日 本 起 
標 品 を 基 に 記載 せ られ た 。 その 後 局 博士 は 可 局 Epanerchodus を Polydesmus か ら 分 離さ せ て Epaner- 
chodus 司 を 狼 立 させ た (2。 そ こ に Attems 博士 が と りあ げ て いる 局 側 は 炊 の よう で ある s 

a) Die Samenrinne verlauft bis zur Samenblase im grossen und ganzen in der Richtung nach dem 
Fnde des Gonopoden zu (Europa, Zentralasien) ーー Polydesmus Latreille 

b) Die Samenrinne verlauft erst endwirts, krtimmt sich dann zuruck und mtindet in die Samen- 
blase (Ostasien) ーー Epanerchodus Attems 

この よう に 生 首 肢 の 中 を 走る 精 管 の 様子 が 隔 属 の 重要 な 概 微 に な つて いる 。 1931 年 Verhoef 博士 は こ 
れ に 著 〒 の 追加 を し て いる (3 。 し か し 今日 で は この Epanerchcdus に 最も 近い 生殖 肢 の 構造 を ゃ つ 属 に 
Usbekodesmris (Samarkand 訂 ) が いる の で 精 管 の 様子 の み で Epanerchodus を 特徴 づけ る わけ に は いみ かみ * 
な い ④。 何れ に し て も 倍 足 頓 の 分 類 で は 生 将 肢 の 形態 が 重要 な 標 隊 と され > 肖 に は 雄 が いな く て は 種 の 決 
中 が 不可 能 と いう 有機 に を つて いる が , この よう な 基礎 の 上 に 立つ 分 類 現 は 倍 足 類 に か ぎら ず 基 だ 安心 出来 
な いよ 5 で ある けれ ども , し か し まだ 多 足 類 で は 形態 を る も と に し た 分 類 沖の 仕事 さ え 全く 経つ て は いな い 
し し, 且つ 今日 の 多 足 類 の 分 類 起 系 を 5 ち た て た 先 引 者 狐 に か の Verhoeff 博士 ら の 生涯 と 仕事 と を さ ぐ つ て 
見 る と 我 み は 容易 に は これ を くつ が えす こと な ど 田 挫 そ うに な い 。 し か し 倍 足 類 の 生殖 時 期 を 知る こと は 分 
類 上 重要 で 近似 の 形態 を も ゃ つて いて 生殖 時 期 が 全く 異 る る の が ある こと を 見 落し て は な ら な い 。 ひる が え 
つて 所 調 新 分 類 疲 の 発 * 加 え られ る た め に も 1 日 早く 形態 を 基 と し た 分 類 了 の 仕事 が 終る こと を の ぞ む る 
の で ある 。 こ の 研究 は 交 部 省 科 消 研 究 助 成金 に よる 。 

1. Epanerchodus hanatus n sp. (カギ オビ ヤス デ ) 

村長 約 19mm. 肉 幅 約 25mm 頭 部 及び 器 背 面 は 天 揚 色 。 腹面 > 歩 肢 は 黄色 。 頭頂 に 毛無 き 場合 も ある が 
多く は 頸 板 と 共に 租 毛 ちり 。 側 虐 は 般 閉 し その 側線 は ふく ぐら み 臭 孔 な き 仰 系 に は 3, 臭 所 ある 仰 珠 に は 4 の 
後 争 昭 あり 。 第 8 側 の 後 角 か ら 後 訪 へ と が り , それ より 後方 に 至る 程 著しく な つて いる 。 胸板 は 方 形 , 十 
宇 革 , 剃 毛 あり 。 生 殖 肢 の 基 節 は 大 形 , その 角 炊 突起 は 正常 前 恨 偽 部 に 剛毛 多く 且つ 腸 節 部 の 基 に は 列 を 
な し て 剛毛 が 生じ て いる 。 Samenblase ‘や Haarpolster は ほ は 引 力 な 尿 節 突起 の 下 側 に ある 。 脱 中 節 は 略 T 宇 

・ 形 , 中 央 仙 面 に 交 あ り , さら に 先端 に 近く か ふ ぎ 其 の 小 団 あり , 自 英 の 先端 る か ぎ 欺 に 曲 る 。 旋 地 : 白岩 洞 
(高知 双 ) 。 魚住 攻 二 兵 控 集 (1949・13・0) 。 

2. Epanerchodus. saragaminensis n. sp. (サラ オビ ヤス デ ) 

生 時 は 治 れ た 赤褐色 , 護 長 約 30mm, 貴 幅 約 4mm 朋 頂 に は 短 毛 粗 に 生じ 毛 の 基 は 燥 粒状 に 少し ふく ら 
む 。 吾 板 は 森園 民 , 宜 毛 あり 。 側 虐 は よく 融 遂 し , その 側 称 は か くらみ 3 又は 4 の 微 鍵 歯 あり 。 合 底 後 角 は 
第 10 あたり か ら 角 吹 に 笑っ つて いる 。 胸 坂 は 十字 椅 あ り 毛 を 生 ず 。 後 容 板 の 各 路 起 な 鯉 明 で ある 。 生殖 肢 : 瞳 
節 部 大 形 で 隔 征 形 、 中 央 み * 少 し し めく くぐら れ た よう に 細く な つて いる 。 前 有 節 部 な は 剛毛 多く 尿 節 突 超 は 大 形 
で 伺 頭 弓 。 Haalporster は 小形 で ある が 明らか 。 脱 器 節 の 中 央 部 に 先端 が か ぎ 慌 の 分 校 あり 。 さら に 先端 に 
小 技 ち あり 。 六 地 : 皿 ヶ 名 (愛媛 緊 ) に 鱗 産 する 。 生 問 期 6 月 頃 。 

3, Epanerchodus sanctus n. sp. (ウス アカ オ ビ ャ ス デ ) 

秦 長 18 一 25mm, 諸 司 25 -3.5mm 生 時 淡 赤 , 赤 栓 。 頭 部 , 索 腹 , 消 肢 は 商 白 。 頭 部 短 毛 多 し 。 肌 角 根 
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練 称 第 6 節 最大 。 句 板 生 回 形 隆起 模様 不鮮明 若干 の 宜 毛 あり 。 合 底 の 側 閑 は や や ふく ぐ くらみ, 3 又は 4 の 
懲 負 敵 あり 。 側 底 後 角 は 第 2 一 第 4 まで 直角 的 。 そ れ よ り 後 方 は 後方 に 至る 程 著しく 角 吹 た に 失っ て いる 。 
後 窒 板 の 話 起 模 樺 は 鮮明 。 生殖 肢 : 起 箇 部 に は 錯 義 線 を る つぶ ふく ら み が ある 。 果 踊 節 は 細長 くそ の 中 央 部 
ぶ く ら ん で いな いで 曲 つ て いる 。 副 韓 ( 々 ) ぁ 曲 つて お り そ の 先端 に 葉状 突起 が あり , な は 無し 。 脱 節 突 赴 
(⑦) は ユー2 の 正装 突起 あり 又は 無し 。Postfemurabschnitt の 突起 (が の) は 表 閉 し て お り 駐 は 衣 達し て い 
な い 。 購 節 部 の 前 和弥 に は 皮膜 狼 の 突 趣 (fn) の eS る 。 北 地 : 北宇和 和 郡 好 藤 村 , 東宇和 郡 凶 逐 町 , 起 
ケ 針 (以上 愛媛 中 ) 生殖 期 9 一 10 月 。 

交 献 1) Attems, 01, Mt. Mus. Hamburg, 18 102. 2) Attems, 14, Arch. Naturg., 80, A4, 157. 
ーー, 26, Handb. Zool., 4, 133. 3) Verhoeff, '31, Zool. Jahr., 61, B, Heft 4, 447, 4) 上 Attems, "40, 
Das Tierreich,。Polydesmoidea III, 146. 


Resume 
Beitrage zur Kenntniss Japanischer Myriopoden. 
II. Aufsatz : Ueber 3 neue Arten von Epanerchodus(Polydesmidae). 


YASUNORI MIYOSI (Matuyama Kita Koto-Gakko) 


1. Epanerchodus hamatus n. SD. 

Korperl&nge ca. 19 mm, Breite 2.5 mm. Kopf u und Ké&rper-ricken erdbraun, Beine und Bauch gelb- 
lich. Kopfschild und halbkreisformiger Halsschild meistens diinn behaart. Seitenrand der Seiten- 
fligel konvex, porenloser mit 3, porentragender mit 4 Kerbz&hnen. Hintereck 2-5 rechtwinklig, wweiter- 
hin breit stumpfzackig, vom 8. an einen grossen Zahn bildend, dessen Grésse und Spitzigkeit 


caudalwarts allmahlich zunimmt. Sternite quadratisch mit Kreuzeindruck, fein behaart. 
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Fig. 1. Gonopoden des Epanerchodns hamatus n. ‘sp. 


Gonopoden : Hiifte (c) gross, Hiinfthornchen (coh) normal. Prafemur (prae) beborstet. Basal- 


gegend der Femur (fe) besitzen eine Reihe von starken Borsten. Der Endteil der Samenrinne (r) und 
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